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実践報告 
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要旨 

 国立岩手山青少年交流の家では、高等学校における生徒会役員のリーダーの資質を向上と、

東北地区における高等学校の生徒会のネットワーク形成を支援することを目的に「フォーラ

ムニューリーダー」という事業を開催している。我が国においては、キャリア教育の充実が

重要な教育課題となっているが、キャリア教育とは「社会の一員としての役割を果たし、そ

れぞれの個性、持ち味を発揮しながら、自立して生きていくために必要な能力や態度を育て

る教育」であるとされている。次代を担う高校生同士の交流を行う取り組みは、高校生にお

けるキャリア教育の充実に有効であると考えられる。 

 そこで、本研究は「人や組織と協同していくために欠かせない資質・能力」を測る指標で

ある、ヒューマンコミュニティ創成マインドを手がかりにし、事業参加者の変容を明らかに

することを目的とした。また本研究では、教育効果を客観的に得る試みでもあったが、結論

として有用な結果を得るに至った。 

 

 

 

Ⅰ．緒言 

 文部科学省は平成23年12月に「学校が社会と

協働して一日も早くすべての児童生徒に充実

したキャリア教育を行うために」を作成し報告

した(1)。この報告の中でキャリア教育とは「子

どもたちが、社会の一員としての役割を果たす

とともに、それぞれの個性、持ち味を最大限発

揮しながら、自立して生きていくために必要な

能力や態度を育てる教育」であると述べられて

いる。この報告の背景には、共同体の衰退によ

って地域の絆が弱体化し、子どもたちが社会の

一員としての役割を認識できなくなりつつあ

ることや、初等中等教育期間に様々な「本物」

に触れる機会が少なくなり「働くことの喜び」

や「仕事の厳しさ」などをイメージできない子

どもたちが多くなってきていることがあると

考えられる。 

 このような背景を有する現代社会には、学校

教育から職業への移行を円滑にし、近い将来の

社会・経済を支えていくことができるように、

子どもたちを導いていくことが求められてい

る。だからこそ、キャリア教育の充実はわが国

の重要な教育課題といえるだろう。 

 また一方で学校現場では、昨今のいじめ問題

や不登校など多様化する教育諸問題への対応

によって、教員の負担が非常に大きくなってき

ていることが問題点として挙げられる。これら

の教育諸問題に対応するためには、「本物」に

触れることができる様々な「体験活動」の充実

が急務であると考えられるが、体験活動の実施

に伴う指導内容の増加等によって、教員の過度

な負担とならないような形で、いかに学校外部

の教育資源を活用していくことができるかが

重要な課題となっているといえる。このことか

ら、教育的資源としての「青少年教育施設」と

「学校教育」の連携が重要性を増しているとい
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えるだろう(2)(3)。 

 国立岩手山青少年交流の家では高等学校生

徒会役員を対象とした事業「フォーラムニュー

リーダー」を実施している。平成23年度で28

回目を迎える伝統ある事業であり、そのねらい

は「高等学校における生徒会活動の運営に携わ

る新生徒会役員のリーダーとしての企画・運営

等の資質を高め、生徒会活動の充実・発展と、

今後の東北地区の高等学校における生徒会の

ネットワーク形成を支援する」ことである。現

代社会は、子ども会や青年団などの地域共同体

が衰退し、絆が希薄になっていきている。この

事業のように他校の生徒同士が、共同生活を通

じて、新たな絆を創出する体験は、新しく形成

された「仲間」という小社会の中で自らの役割

を見つめなおす機会となり、社会の一員として

役割を果たしながら、自立して生きていくため

に必要な能力や態度が育まれる可能性を秘め

ているといえる。 

 生徒会を対象とした先行事例では、元プロバ

スケットボール選手の森下雄一郎氏が2009年

に設立した公益財団法人夢現エディメントが

主催する「全国中学生生徒会サミット」が知ら

れている(4)。この活動は、将来のグローバル人

材育成を見据え、文部科学省から委託を受けて

実施している事業である。2012年は62校が参加

し、2020年までに全国の中学校１万校の参加を

目指しているという。 

 また、高等学校を対象とした先行事例とし

て、国立大雪青少年交流の家が平成20年度まで

実施していた「高等学校生徒会フォーラム」が

挙げられる。国立大雪青少年交流の家では、北

海道の高等学校生徒会の連携を深め、参加校の

ネットワーク構築に一役買ってきた。平成21

年度からは、これまでの取り組みによって「道

内の関係諸機関の理解・関心が得られた」とし、

北海道の全域を網羅するために、道内７箇所の

研修施設に事業が引き継がれている(5)。国立大

雪青少年交流の家の事業のように、事業そのも

のが一定の成果と理解が得られ、地域全体に普

及している点に着目すれば国立の施設として

十分役割を果たしているといえる。 

 しかしながら、高等学校の生徒会役員同士の

交流において、生徒の変容に焦点を当てた例は

あまりなく、青少年教育において先導的な役割

を担う国立の施設として、ミクロな視点で事業

を省察することも必要であると考えられる。そ

こで、本研究は国立岩手山青少年交流の家で実

施された事業「フォーラムニューリーダー」の

参加者を対象に事業参加による心理的な変容

を調査し、高校生を対象とした取り組みが現代

の社会に生きる子どもたちにどのような影響

を与えているかを明らかにすることを主たる

目的とした。 

 

Ⅱ．対象事業の概要 

 対象となる事業は平成24年10月に国立岩手

山青少年交流の家で実施された事業「フォーラ

ムニューリーダー」である。本事業は２泊３日

の日程で行われた。事業には秋田県を除く、東

北５県から25校の参加を得た。事業の概要を以

下に示す。 

 

１．事業目的 

 高等学校における生徒会活動の運営に携わ

る新生徒会役員のリーダーとしての企画・運営

等の資質を高め、生徒会活動の充実・発展と、

今後の東北地区の高等学校における生徒会の

ネットワーク形成を支援する。 

 

２．参加者および参加校 

 本事業の参加者は、東北地区の高等学校にお

ける新生徒会役員130名であり、平均年齢は

16.2±0.7歳であった。参加校と学校毎の参加

者数を表１に示す。 

 

３．日程および指導者 

 事業期間中の日程を図１に示す。事業は、２

泊３日で実施した。参加者のアイスブレイク活

動を含めた交流会の指導および、２日目、３日

目と実施されたワークショップの全体コーデ

ィネート役として、ガールスカウト岩手県連盟

から講師を招聘し、学校を越えた生徒間の交流

の機会を提供した。また、２日目の講演には、

教育社会学の分野を専門とするT大学教育学部

の教授を講師として招聘し、生徒会活動に関す

る講演を実施した。全日程を通して、国立岩手

山青少年交流の家の職員が、生活指導および安

全管理面に配慮した管理・運営を行った。プロ

グラム作成に際し、前年度の事業評価アンケー

トを参考にニーズを抽出し、「生徒会の活性化

につなげる」「参加者同士で生徒会活動に関す

るイメージを共有する」「生徒会役員として参

加者各々ができることを考える」の３点を考慮

し計画した。 
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表１ 参加校と学校毎の参加者数 
 参 加 校 参 加 者 数 所 在 地 
1 ＧＫ高等学校 2 
2 ＨＵ高等学校 4 青森県 

3 ＭＮ高等学校 4 
4 Ｄ高等学校 3 
5 Ｏ高等学校 13 
6 私立Ｈ高等学校 8 
7 Ｔ高等学校 5 
8 私立Ｉ高等学校 6 
9 Ｋ高等学校 4 
10 Ｈ高等学校 12 
11 私立Ｓ高等学校 10 
12 Ｓ高等学校 6 
13 ＫＨ高等学校 4 
14 ＭＫ高等学校 4 

岩手県 

15 私立Ｔ高等学校 6 
16 ＩＫ高等学校 2 
17 ＳＳ高等学校 2 
18 私立Ｆ高等学校 5 
19 私立ＴＧ高等学校 3 
20 Ｎ高等学校 8 

宮城県 

21 ＨＧ高等学校 3 
22 ＹＪ高等学校 3 山形県 

23 ＮＫ高等学校 4  
24 私立ＳＧ高等学校 5 福島県 
25 ＴＴ高等学校 4  
 合計 130 5県 
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図１ 事業日程 

 

 

Ⅲ．方法 

１．測定尺度 

 使用する心理的指標として、神戸大学の日潟

らが定義した、ヒューマンコミュニティ創成マ

インド（以下、HC創成とする）を採用した(6)(7)。

HC創成は「人や組織と協働していくために欠か

せない資質・能力」を測定するために作成され

た指標であるが、キャリア教育における「社会
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の一員として役割を果たす」「個性、持ち味を

最大限発揮しながら、自立して生きていく」の

２点と照らし合わせ考慮した結果、後述するHC

創成の構成項目が測定する能力として適切で

あると判断し、HC創成の採用に至った。 

 実際に測定する尺度として、森口ら(7)が作成

した「ヒューマンコミュニティ創成マインド評

価尺度改訂版」を用いた。HC創成は「チームワ

ークを大切にする構え」を中核に据え、そのた

めに必要な能力として「コミュニケーション能

力」「リーダーシップ能力」「ネゴシエーション

能力」「マネジメント能力」「プランニング能力」

の５つの因子から構成されている。HC創成にお

ける構成因子と質問項目を表２に示す。HC創成

に関する項目は、“よく当てはまる（４点）”か

ら“まったく当てはならない（１点）”までの

４件法で採点した。 

 

２．研究対象 

 事業に参加した130名の内、データが不完全

な者を除き、全ての回答が得られた参加者97

名（16.15±0.72歳）を分析対象とした。調査

対象者には、事前調査（以下、Pre）、事後調査

（以下、Pos1）および３ヶ月後の追跡調査（以

下、Pos2）の計三回測定を行った。また、一般

高等学校生徒の平均値（Ave）を算出するため

に、事業に参加した各校の第１学年から第３学

年までのクラスから無作為に選ばれた各一ク

ラスの生徒（35名程度）に対し同様の調査を実

施した。その結果、742名から回答が得られ、

回答に不備があった者を除いた693名（16.57

±1.00歳）を分析対象とした。 

 

３．分析方法 

 調査結果から各因子の得点を算出し、さらに

算出した各因子得点を合計し、HC創成得点とし

た。HC創成の（得点27点～108点）の各因子の

得点範囲は、リーダーシップ能力が５点から20

点、マネジメント能力が７点から28点、プラン

ニング能力が６点から24点、ネゴシエーション 

 

表２ ヒューマンコミュニティ創成マインドを構成する５因子27項目 
構 成 因 子 項 目 

集団で行動するときにみんなを引っ張っていくことができる。 

メンバーに対して的確な指示が出せる。 

自分が行動を起こすことによって周りの人を動かすことができる。 

私は初対面の人でも気軽に話すことができる。 

リーダーシップ能力 

自分の意見を相手に伝えることができる。 

相手の話を積極的に聴く姿勢をとることができる。 

メンバーに対して,受容的,肯定的な態度をとるように心掛けている。 

周囲の人や物事との関係を理解できる。 

メンバーの失敗に対して責任を持つことができる。 

自分のおかれた環境・状況をよく理解している。 

周りの人々の役割と自分の関係をよく理解している。 

マネジメント能力 

自分に課せられた役割や使命をしっかりと自覚している。 

何かに取り組む際に,先を見通して計画を立てることができる。 

取り組むべき課題を明確に分析している。 

様々な情報源から情報を集め,それを活用することできる。 

数多くの情報の中から,本当に自分に必要な情報を吟味し,手に入れることができる。

仕事をするときに順序立てや何をどうやって取り組んでいけばよいかを決めることができる。 

プランニング能力 

目標達成の手段・方法を考え確実に進めていくことができる。 

相手と自分の意見が食い違った場合,相互に有益な妥協点を見出せる。 

相手の要求を考えて,自分の提案を修正できる。 

相手と自分の意見が異なっていても,話し合いを重ねる中で意見の折り合いをつけることができる。

交渉相手の感情を逆なでせずに,合意に達することができる。 

ネゴシエーション能力 

相手の要求が自分の意図に反しても,平常心で柔軟に対応できる。 

論理的に自分の考えを述べ,相手を納得させることができる。 

相手が納得できるように話すことができる。 

相手の質問に対して明確に答えることができる。 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
構
え 

コミュニケーション能力 

自分のことを理解してもらえるように話すことができる。 
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能力が５点から20点、コミュニケーション能力

が４点から16点である。フォーラムニューリー

ダーにおける参加者の変容を明らかにするた

めにPre、Pos1およびPos2の平均値の差を比較

した。平均値の差の検定には、繰り返しのある

一要因三水準の分散分析を行った。分散分析の

後、要因の主効果が有意であることが認められ

た場合は、Bonferroni法を用いて多重比較を行

った。 

 また、参加者のPre、Pos1およびPos2の値に

対し、一般的平均値と比較するためAveのHC創

成得点および各因子の得点を比較した。差の検

定には一元配置分散分析を用いた。なお、統計

処理には「SPSS Statistics 16.0」を使用し、

統計的な有意水準は５％を採用した。 

 

Ⅳ．結果 

１．一要因三水準の分散分析の結果 

 一要因三水準の分散分析で得られた結果を

図２、３に示す。また、HC創成得点と各因子得

点の平均値と標準偏差を表３に示す。 
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図２ HC創成得点の変化 
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図３ 各因子得点の変化 

                                                                                       
 F値は、条件の平均の差によるズレが、偶然の誤差によるズレよりも大きいかどうかを端的に比較している。F＝１であれば、

条件の平均の差と偶然の誤差が同程度であり、得られた平均の差は単なる偶然に過ぎないと言える。F値が１よりかなり大きけ

れば、平均の差は偶然より大きい（すなわち偶然には生じない）と認めることができる。pとは、偶然による誤差の出現率であ

り、例えばp<.05であれば、100回施行したうちの５回程度しか出現しないと言える。 

 本文中の棒グラフは「箱ひげ図（はこひげず、box plot）」と呼ばれる。箱ひげ図は、ばらつきのあるデータをわかりやすく

表現するための統計学的グラフであり、棒グラフ中心の黒線の範囲はデータのばらつき（標準偏差）を示している。 
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表３ HC創成得点および各因子得点の平均値と標準偏差および分析結果 
n  n=97  分散分析（F値） 

Pre Pos1 Pos2 
群別 

（SD） （SD） （SD） 活動歴・頻度 多重比較 

77.99 86.08 79.84 HC創成得点 (12.33) (13.63) (12.48) 12.91*** Pre<Pos1*,Pos2<Pos1* 

13.75 15.73 14.05 
リーダーシップ能力 

(3.12) (2.90) (2.88) 
16.11*** Pre<Pos1*,Pos2<Pos1* 

21.96 23.68 22.26 
マネジメント能力 (3.38) (3.55) (3.43) 8.59*** Pre<Pos1*,Pos2<Pos1* 

16.95 18.60 17.51 
プランニング能力 (3.15) (3.56) (4.51) 4.95*** Pre<Pos1* 

14.46 15.96 15.09 
ネゴシエーション能力 (2.83) (2.84) (2.84) 7.94*** Pre<Pos1* 

10.87 12.11 10.93 
コミュニケーション能力 (2.41) (2.50) (2.31) 9.74*** Pre<Pos1*,Pos2<Pos1* 

     *p<.05,**p<.01,***p<.001
 

 

 分析の結果、HC創成得点において、要因の主

効果は有意であった（F（1，96）=12.91、p<.001）。

群毎に多重比較を行った結果、Pre、Pos2の値

に対し、Pos1の値が有意に高い値を示した。各

因子の比較結果においてもすべての因子で、要

因の主効果は有意であった（リーダーシップ能

力F（1,96）=16.11、p<.001、マネジメント能

力F（1,96）=8.59、p<.001、プランニング能力

F（1,96）=4.95、p<.001、ネゴシエーション能

力F（1,96）=7.94、p<.001、コミュニケーショ

ン能力F（1,96）=9.74、p<.001）。各因子にお

ける多重比較の結果、リーダーシップ能力、マ

ネジメント能力およびコミュニケーション能

力の値がHC創成得点と同様にPre、Pos2の値に

対してPos1の値が有意に高い値を示した。プラ

ンニング能力、ネゴシエーション能力に関して

は、Preの値に対し、Pos1の値が有意に高い値

を示したが、PreとPos2およびPos1とPos2の間

に有意な差は認められなかった。 

 

２．一元配置の分散分析の結果 

 一元配置の分散分析によって得られた結果

を表４、５、６に示す。 

 分析の結果、HC創成得点に関しては、Pre、

Pos1およびPos2においてAveより有意に高い値

を示した（Pre：F（1,790）=10.94、p<.001、

Pos1：F（1,790）=94.39、p<.001、Pos2：F（1,790）

=22.99、p<.001）。各因子得点においては、ほ

ぼすべての項目で、Aveの値より有意に高いこ

とを示したが、Preにおけるネゴシエーション

能力のみ、有意な差が認められなかった（F

（1,790）=2.14）。 

 

Ⅴ．考察 

１．事業の参加者について 

 本事業の参加者は、東北地区の高等学校にお

ける生徒会役員である。分析結果から本事業の

参加者は、参加した高等学校に在籍する生徒全

般よりも、HC創成の初期能力値が高いことが明

らかとなった。高等学校学習指導要領では、高

等学校の生徒会活動の目的として「特に、より

よい人間関係を築く力や社会に参画する態度

や自治的能力の育成を重視する」とある(8)(9)。 

 また、活動内容に関しては、「生徒会の計画

や運営」「異年齢集団による交流」「生徒の諸活

動についての連絡調整」「学校行事への協力」

「ボランティア活動」等となっている(9)。生徒

会活動において、生徒会役員が生徒会運営に関

する年間計画を立案したり、生徒の諸活動の連

絡調整を行ったりすることで、一般の生徒より

も人や組織と接する機会が多くなると考えら

れる。特に課外活動等の連絡調整ともなれば、

会議を招集したり、予算を作成・執行したりと

いった様々な業務を行う必要があると考えら

れる。そのような一般の生徒が経験することの

ない体験を経て、高等学校生徒会役員を経験し

た生徒は一般の生徒よりもHC創成の各能力が

高い値を示すと考えられる。 

 一方で、本事業の参加者は、新生徒会役員が

中心である。構成する生徒の中には、前年から

継続して生徒会役員として活動する生徒の他

に、新しく役員に選出された生徒も多くいると

考えられる。この事情を加味してなおも、前述

のような結果が示されていることを考えれば、

生徒会役員を志す生徒が持つ、役職に対する責

任や、個々の意識の高さがHC創成の数値となっ
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表４ PreとAveにおける各得点の平均値と標準偏差および分析結果 

 n=97 n=693 
 Pre  / （SD） Ave  / （SD） 

F値 

HC創成得点  77.99 / (12.33)  73.91 / (11.24） 10.94*** 
リーダーシップ能力 13.75 / (3.12) 12.37 / (3.03) 17.59*** 
マネジメント能力 21.96 / (3.38) 21.21 / (3.16) 4.66*** 
プランニング能力 16.95 / (3.15) 15.92 / (3.30) 8.45*** 

ネゴシエーション能力 14.46 / (2.83) 14.06 / (2.49) 2.14 
コミュニケーション能力 10.87 / (2.41) 10.35 / (2.39) 3.98* 

   *p<.05,**p<.01,***p<.001

 

表５ Pos1とAveにおける各得点の平均値と標準偏差および分析結果 

 n=97 n=693 
 Pos1  / （SD） Ave  / （SD） F値 

HC創成得点  86.08 / (13.63)  73.91 / (11.24） 94.39*** 
リーダーシップ能力 15.73 / (2.90) 12.37 / (3.03) 105.82*** 
マネジメント能力 23.68 / (3.55) 21.21 / (3.16) 50.34*** 
プランニング能力 18.60 / (3.56) 15.92 / (3.30) 55.34*** 

ネゴシエーション能力 15.96 / (2.84) 14.06 / (2.49) 47.65*** 
コミュニケーション能力 12.11 / (2.50) 10.35 / (2.39) 45.79*** 

   ***p<.001

 

表６ Pos2とAveにおける各得点の平均値と標準偏差および分析結果 

 n=97 n=693 
 Pos2  / （SD） Ave  / （SD） F値 

HC創成得点  79.84 / (12.48)  73.91 / (11.24） 22.99*** 
リーダーシップ能力 14.05 / (2.88) 12.37 / (3.03) 26.51*** 
マネジメント能力 22.26 / (3.43) 21.21 / (3.16) 9.11*** 
プランニング能力 17.51 / (4.51) 15.92 / (3.30) 17.91*** 

ネゴシエーション能力 15.09 / (2.84) 14.06 / (2.49) 14.06*** 
コミュニケーション能力 10.93 / (2.30) 10.35 / (2.39) 5.04* 

   *p<.05,**p<.01,***p<.001

 

 

て表出している可能性が考えられる。 

 事業終了後に参加者から得た事業に関する

自由記述式のアンケートには、「他校の生徒と

関ることで刺激となった」「他校の取り組みを

自分の学校に活かしたい」「自分の意見だけで

なく相手の意見を受け入れることを学び、成長

できた」などの記述が数多く見られ、事業を経

て参加者の意欲の高まりを感じることができ

るとともに、生徒会役員として意識を高く持っ

て取り組む姿勢を見取ることができた。 

 分析結果では、初期値のネゴシエーション能

力のみ一般生徒と同水準であったが、Pos1およ

びPos2において、他の能力同様にネゴシエーシ

ョン能力にも有意差が認められた。これは、事

業を通して高められた資質・能力が、３ヶ月後

においてもその変容が維持されることを示唆

している。参加者の属性が新生徒会役員である

ため、事業後から本格的に生徒会運営に取り組

んでいく生徒が多く存在すると予想されるが、

事業終了直後の高い意識が、その後の生徒会運

営での実践に活かされ、その結果として追跡調

査でのHC創成の能力値維持につながったと考

えられる。 

 

２．事業におけるHC創成の変容について 

 分析結果から、「フォーラムニューリーダー」

への参加を経て参加者のHC創成の諸能力が向

上することが明らかとなった。ヒューマンコミ

ュニティ創成マインドの先行事例では、及川(10)

が、グループワークを中心とした大学生の自己

啓発キャンプの効果を検証し、様々な背景を有

した参加者がワークショップ等の同一体験を

共にすることで、ヒューマンコミュニティ創成

マインドの諸能力を向上させる可能性がある

ことを報告している。 

 本事業はワークショップのキーワードに「主
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体性」「自治」「自分たちにできること」などを

挙げ、KJ法やブレインストーミングの手法を使

用し、参加者主体の活動を多く取り入れた。東

北地区５県25校の生徒会役員の生徒130名が集

い、参加者主体のワークショップを実施したこ

とが、HC創成の諸能力の向上へつながったと考

えられる。このことは、及川の報告した先行事

例に類似した結果となり、公立校、私立校の違

いや所在する県の違いなど、異なる背景を持つ

参加者が主体的に関わり合う体験をすること

で若者の「人や組織と協同するために欠かせな

い資質・能力」を育む可能性が示されたといえ

る。 

 得られた数値に着目すると、その得点率の上

昇値はHC創成得点が7.5ポイント上昇した

（72.2％→79.7％）。各因子得点に着目すると、

最も得点上昇率が高かった因子はリーダーシ

ップ能力で9.9ポイント上昇し（68.8％→

78.7％）、次いでコミュニケーション能力、ネ

ゴシエーション能力、プランニング能力、マネ

ジメント能力の順であった（表７）。 

 築山ら(11)は、大学生のキャンプ実習におけ

るHC創成の各因子得点においてリーダーシッ

プ能力の得点上昇率がもっとも顕著であり、他

の能力はリーダーシップ能力に強く影響を受

け上昇している可能性があることを報告して

いる。本研究においても、リーダーシップ能力

の上昇率が最も顕著であり、築山らの報告を支

持する結果といえる。 

 また、追従する能力として、コミュニケーシ

ョン能力の得点上昇率が次いで高い値を示し

た。発達段階において、身体は大人に近づきな

がらも、心は未成熟である高等学校期におい

て、物事を管理調整する能力であるマネジメン

ト能力や、様々な物事を綿密に練り上げるプラ

ンニング能力、さらには、相手の心理状態を加

味し円滑な組織関係を築くためのネゴシエー

ション能力は、高等学校期において非常に養成

し難い能力と考えられる。本事業はワークショ

ップ等を積極的に取り入れ、同世代の生徒と意

見交換をすることを重点に置いた事業であり、

HC創成における諸能力の中で、リーダーシップ

能力に見られる、学校のリーダーとしての自覚

や、コミュニケーション能力に見られる、他人

とうまく過ごしていくための心の持ち方など

が重点的に養成されたと考えられる。柏木(12)

は、リーダーとしての能力は、その場面を構成

するリーダーやそのリーダーを支えるフォロ

ワーとの相互作用を通じ養成されると述べて

いる。さらに柏木によれば、フォロワーは同時

に、場面が変わればリーダーとして存在する可

能性があり、その結果、その場面を構成する多

くの人間がリーダーとしての能力を高めるこ

とができる可能性があるとも述べている。「フ

ォーラムニューリーダー」では、ワークショッ

プをはじめとするグループ活動が数多く展開

された。その場面ではリーダー的な行動を求め

られる場面もあった一方で、参加者として「リ

ーダーを支えるフォロワー」としての行動を求

められる場面もあったと考えられる。しかしな

がら、本事業の参加者は学校に戻れば生徒会役

員として必然的にリーダーとしての資質を求

められると考えられ、本事業の中では、普段か

らリーダーとしての役割を得ている人間が、リ

ーダーを支えるフォロワーに回る経験を経て、

リーダーとしての能力向上へつながった可能

性が考えられる。 

 

３．調査の課題 

 本研究では参加者130名に対し、分析対象者

は97名と２桁に留まったことが課題の一つと

して挙げられる。分析結果の信頼性をさらに高

めるためには、より多くのサンプルを確保し調

査を深めていく必要があると考えられる。本研 

 

表７ HC創成得点と各因子得点における得点率と得点上昇率 

  Pre Pos1  
 得点上限 得点 得点率 得点 得点率 得点上昇率

HC創成得点 （108） 77.99 72.2% 86.03 79.7% 7.5ポイント

リーダーシップ能力 （20） 13.75 68.8% 15.73 78.7% 9.9ポイント

マネジメント能力 （28） 21.96 78.4% 23.68 84.6% 6.1ポイント

プランニング能力 （24） 16.95 70.6% 18.60 77.5% 6.9ポイント

ネゴシエーション能力 （20） 14.46 72.3% 15.96 79.8% 7.5ポイント

コミュニケーション能力 （16） 10.87 67.9% 12.11 75.7% 7.8ポイント
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究においては、事前調査、事後調査、追跡調査

の合計３回の調査において不備のあった回答

が非常に多く、分析対象者数が参加者数と比較

し25％も減少した。減少した要因として、郵送

での追跡調査における回答が得られない学校

が３校あったことが挙げられる。追跡調査も含

め回答を得る確率が高まる調査方法や調査時

期を検討する必要があると考えられる。精査を

重ね研究の精度を高めていく必要があるとい

える。 

 

Ⅵ．結論 

 本研究は、国立岩手山青少年交流の家が実施

した事業「フォーラムニューリーダー」の参加

者に対し、事業参加による心理的な変容を明ら

かにすることを目的とし、「人や組織と協働し

ていくために欠かせない資質・能力」を測る指

標であるHC創成を手がかりにすることで以下

の結論を得た。 

① 「フォーラムニューリーダー」に参加した各

校の生徒会役員に就く生徒は、常日頃の生徒

会に関する活動を経て、それぞれの高校に在

籍する一般の高校生よりも、「人や組織と協

同するために欠かせない資質・能力」を測る

指標であるヒューマンコミュニティ創成マ

インドの諸能力が高いことが明らかとなっ

た。 

② 「フォーラムニューリーダー」の参加者は、

他校の生徒会役員と主体的に関わることが

できるグループワークを中心とした事業の

プログラムによって、「人や組織と協同する

ために欠かせない資質・能力」を測る指標で

あるヒューマンコミュニティ創成マインド

の諸能力を高めることが明らかとなった。 

 本研究は国立岩手山青少年交流の家の教育

事業「フォーラムニューリーダー」の参加者を

対象に、我が国のキャリア教育における「社会

の一員として役割を果たす」「個性、持ち味を

最大限発揮しながら、自立して生きていく」と

いう点をHC創成という心理的尺度を手がかり

にし、その一端を明らかにするための試みであ

った。我が国は近年、情報化や過疎化とともに

社会構造が大きく変化し、青少年を取り巻く環

境も複雑な要素が絡み合う混沌とした時代を

迎えている。その中で我が国の「教育」に求め

られる期待は非常に大きなものであるといえ

る。文部科学省では、現代の子どもたちを取り

巻く情報化や過疎化といった時代背景の中で、

「本物」の体験を提供するためには、指導者育

成の充実と学校教育と社会教育の連携強化が

必要であると述べている(3)。そのような時代を

迎える中で、本事業の様に「青少年教育施設」

と「学校教育」が連携し、成果を上げていくこ

とは新しい教育資源の創出につながり、新しい

時代に対応していくための事業モデルとなる

と考えられる。また、学校のまとめ役といえる

高等学校生徒会役員を対象に事業を展開する

ことで、次代を担うリーダーの育成にも寄与し

ていくと考えられる。しかしながら、教育の成

果は総じて目に見えにくいものであり、成果を

客観的に示す取り組みは、教育の重要性につい

て広く理解を求めていく上で課題の一つとい

える。本研究は、教育の成果を客観的に認識す

るための取り組みとして、意義あるものであっ

たと考えられる。 

 

Ⅶ．今後の課題 

 本研究で得られた知見から、さらに研究を深

めていくために次の課題が挙げられる。 

① 事業成果の維持・定着と言った、事業後の継

続的変化のための方策の検討。 

 本研究の課題として、３ヶ月後の追跡調査の

結果を踏まえて事業後の継続的な能力の維

持・向上へ向けた方策を検討する必要があると

考えられる。現段階では、事業の成果が一過性

のものである可能性が高く、その詳細を明らか

にすることも今後の課題といえる。 

② 類似事業等の情報を収集し、より効果的なプ

ログラムデザインの構築。 

 得られた効果の具体的な要因を追求するこ

とで、再現性の高い教育事業として関係機関内

外に普及できるものと考える。今後、より効果

的な事業を目指し、様々な分野から有機的に情

報を組み入れ、プログラムデザインを構築して

いく必要があると考えられる。 
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